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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体腔内に挿入される挿入管と、
　前記挿入管の先端部に突出して設けられた突出部と、
　前記突出部に設けられ、被検部の拡大観察画像を得るための拡大観察用部材と、
　前記挿入管の先端部の前記突出部以外の部分に設けられ、被検部の通常観察画像を得る
ための通常観察用部材と、
　前記通常観察用部材を操作して通常観察画像の視野を第１の視野と第２の視野との間で
切り換える、視野可変手段と、
　を有し、
　該第１の視野には前記突出部の少なくとも一部が入り、
　該第２の視野には前記突出部は入らないこと、
　を特徴とする、電子内視鏡。
【請求項２】
　前記視野可変手段は、前記通常観察用部材の撮像素子の有効画素範囲を変えることによ
って、通常観察画像の視野を切り換えること、を特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡
。
【請求項３】
　前記視野可変手段は、前記通常観察用部材の撮像素子と光学部材によって観察可能な領
域を変化させることによって、該通常観察画像の視野を切り換えること、を特徴とする請
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求項１に記載の電子内視鏡。
【請求項４】
　前記視野可変手段は、前記通常観察用部材の撮像素子の光学部材に対する相対位置を変
えることによって、該観察可能な領域を変化させること、を特徴とする請求項３に記載の
電子内視鏡。
【請求項５】
　前記視野可変手段は、前記通常観察用部材の撮像素子を光軸に垂直な方向に平行移動す
ることによって、前記通常観察用部材の撮像素子の光学部材に対する相対位置を変えるこ
と、を特徴とする請求項４に記載の電子内視鏡。
【請求項６】
　前記視野可変手段は、前記通常観察用部材の撮像素子を光軸に平行な方向に平行移動す
ることによって、前記通常観察用部材の焦点調整を行うこと、を特徴とする請求項３から
５のいずれかに記載の電子内視鏡。
【請求項７】
　前記通常観察部材の光軸は、前記挿入管の軸方向に対して、挿入管先端に向かって前記
突出部から離れるように傾いていること、を特徴とする請求項２に記載の電子内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、挿入管の先端部に突出して設けられた突出部に設けられ、被検部の拡大観察
画像を得るための拡大観察用部材と、挿入管の先端部の突出部以外の部分に設けられ、被
検部の通常観察画像を得るための通常観察用部材とを備えた電子内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、先端に複数の観察用部材を設けた電子内視鏡が考案されている。例えば、特許文
献１に記載の電子内視鏡は、挿入管先端部から軸方向遠位端側に突出して設けられた突出
部に、共焦点観察のための共焦点観察用部材が設けられている。また、挿入管先端部の突
出部以外の部分には、通常観察のための通常観察用部材が設けられている。
【特許文献１】特開２００５－６４０
【０００３】
　電子内視鏡の挿入管を体腔に挿入した場合、共焦点観察用部材は通常観察用部材よりも
被検部の生体組織に近位となる。これによって、共焦点観察における画像は、通常観察時
における画像よりも拡大された画像となる。このため、通常観察をまず行って共焦点観察
を行う領域を特定することができる。
【０００４】
　この際、通常観察画像内のどの領域が共焦点観察されるかが、通常観察画像を見るだけ
で分かるような構成とすることが好ましい。このため、特許文献１に記載の電子内視鏡に
おいては、通常観察画像中に突出部の少なくとも一部が入るように通常観察用部材の設置
位置は調整されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記の特許文献１の構成においては、通常観察画像中に常に突出部の一部が表示される
ようになっている。この構成は、共焦点観察領域の特定を通常観察にて行う際には有効で
ある。しかしながら、共焦点観察を行わず、通常観察を行う際は、通常観察時の視界の一
部が突出部によって遮られ、視野が狭くなってしまうという問題があった。
【０００６】
　上記の問題を解決するため、本発明は、通常観察によって拡大観察時の観察領域の位置
決めを行うことが可能であり、かつ通常観察のみを行う場合は通常観察の視野を広くとる
ことが可能な、電子内視鏡を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するため、本発明の電子内視鏡は、通常観察のための通常観察用部材
を操作して通常観察画像の視野を第１の視野と第２の視野との間で切り換える、視野可変
手段を有する。ここで、第１の視野には内視鏡挿入管先端部の突出部の少なくとも一部が
入り第２の視野には前記突出部は入らないようになっている。
【０００８】
　拡大観察を行う際は通常観察画像の視野を第１の視野にセットし、通常観察時に拡大観
察の観察領域を特定可能とする。一方、通常観察のみを行う場合は、常観察画像の視野を
第２の視野にセットし、視界が突出部によって遮られないようにして、視野を広く取る。
【０００９】
　視野可変手段による視野の切換を行う方法としては、通常観察用部材の撮像素子の有効
画素範囲を変える、または、通常観察用部材の撮像素子と光学部材によって観察可能な領
域を変化させるといった構成が考えられる。
【００１０】
　撮像素子と光学部材によって観察可能な領域を変化させる方法としては、通常観察用部
材の撮像素子の光学部材に対する相対位置を変化させるもの、例えば、通常観察用部材の
撮像素子を光軸に垂直な方向に平行移動するものが考えられる。この際、通常観察用部材
の撮像素子を光軸に平行な方向に平行移動することによって、通常観察用部材の焦点調整
を行ってもよい。
【発明の効果】
【００１１】
　以上のように、本発明によれば、通常観察によって拡大観察時の観察領域の位置決めを
行うことが可能であり、かつ通常観察のみを行う場合は通常観察の視野を広くとることが
可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態の電子内視鏡につき説明する。図１は、本発明
の第１の実施形態による内視鏡装置の全体図を示したものである。本実施形態による内視
鏡装置１は、内視鏡１００を有する。内視鏡１００は、内視鏡１００のハンドル部１０５
から遠位端側に向かって延びている挿入管１０３を有し、この挿入管１０３の先端部１１
０には遠位側に突出する突出部１１１が設けられている。この突出部１１１に、共焦点観
察を行うための共焦点観察ユニット１２０が設けられている。また、ハンドル部１０５か
ら、第１連結チューブ１０７および第２連結チューブ１０９が近位端側に向かって延びて
いる。
【００１３】
　挿入管１０３、ハンドル部１０５、および第１連結チューブ１０７の内部には、共焦点
走査画像形成のための光束を通過させるための第１のライトガイド（図示せず）が設けら
れている。この第１のライトガイドの遠位端は共焦点観察ユニット１２０と接続されてお
り、また第１のライトガイドの近位端は第１連結チューブ１０７の近位端に設けられた第
１コネクタ１０２と接続されている。第１コネクタ１０２は、内視鏡装置１の共焦点画像
観察装置２０に接続される。
【００１４】
　共焦点画像観察装置２０は、その内部にレーザ等の光束を発生させる光源装置を備えて
おり、光束を第１のライトガイドを介して共焦点観察ユニット１２０に送り込む。共焦点
観察ユニット１２０は、この光束（入射光束）を体腔内の所定位置（集光点）で集光させ
、その戻り光をライトガイドに送る。戻り光はライトガイドの遠位端付近で合焦するよう
になっており、この合焦した光のみが第１のライトガイドを介して共焦点観察装置２０内
に戻るようになっている。
【００１５】
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　共焦点画像観察装置２０の内部に戻った光束（合焦光）は、共焦点画像観察装置２０内
に設けられたフォトディテクタによって検知され、その強度が計測される。また、挿入管
１０３、ハンドル部１０５、および第１連結チューブ１０７の内部には、共焦点観察ユニ
ット１２０を制御するための信号ケーブルが通されている。共焦点画像観察装置２０は、
信号ケーブルに所定の信号を送ることによって入射光束の集光点の位置を光軸に垂直な２
軸（Ｘ軸およびＹ軸）方向に走査させることができる。共焦点画像観察装置２０はＸ－Ｙ
平面上で走査して得られた合焦光の強度から、共焦点観察画像を形成する。
【００１６】
　形成された共焦点観察画像は、共焦点画像観察装置２０に接続された第１のモニタ４０
のスクリーン上に表示される。
【００１７】
　また、内視鏡１００の挿入管１０３の先端部１１０には、光学系とこの光学系によって
結像される被検部の像を撮像する撮像素子としてのＣＣＤからなる通常観察ユニット１３
０（後述）が備えられている。このＣＣＤは、挿入管の先端部の突出部１１１以外の部分
（後退部）１１２に設けられた光学系による像を撮像し、通常観察用の映像信号として出
力するものである。ＣＣＤの出力およびＣＣＤのドライブ信号を伝達する信号ケーブルお
よび、内視鏡１００の先端部の対物光学系の周囲を照射するための光束を通過させる第２
のライトガイドが、挿入管１０３、ハンドル部１０５、および第２連結チューブ１０９の
内部に通されている。第２連結チューブ１０９の近位端には第２コネクタ１０４が設けら
れており、この第２コネクタ１０４は通常観察用プロセッサ３０に接続されている。
【００１８】
　上記のように、共焦点観察ユニット１２０は突出部１１１に設けられており、観察時は
、後退部１１２に設けられた通常観察ユニット１３０よりも被険体のより近くに配置され
ることになる。このため、共焦点観察ユニット１２０によって撮影される被険体の領域は
通常観察ユニット１３０によって撮影される被険体の領域よりも小さくなる。したがって
、共焦点観察ユニット１２０によって撮影された画像は、通常観察ユニット１３０によっ
て撮影された画像よりも拡大された画像となる。
【００１９】
　図２は、内視鏡１００の先端部１１０を示す斜視図である。また、図３は、先端部１１
０の軸方向断面図である。図３に示されているように、共焦点観察ユニット１２０の光学
系１２２の光軸１２６は内視鏡１００の挿入管１０３の軸方向にほぼ平行である。一方、
通常観察ユニット１３０の光学系１３２の光軸１３６は、挿入管１０３の軸方向から傾い
ている。具体的には、内視鏡の先端に向かうにしたがって光軸１３６が共焦点観察ユニッ
ト１２０から離れるようになっている。
【００２０】
　上記構成の通常観察ユニット１３０の光学系１３２とＣＣＤ１３４によって観察可能な
領域は、図３中実線矢印で示された領域Ｒ０である。光学系１３２は、この領域Ｒ０に含
まれる物体の像を、通常観察ユニット１３０のＣＣＤ１３４の受光面上に結像させる。ま
た、図３に示されているように、領域Ｒ０には、共焦点観察ユニット１２０の先端部（す
なわち、突出部１１１の先端部）の隅の部分が入るようになっている。換言すれば、ＣＣ
Ｄ１３４の受光面上に結像された像の中には、常に共焦点観察ユニット１２０の先端部の
一部が含まれる。
【００２１】
　本実施形態においては、共焦点観察の観察領域を粗決めするために通常観察を行う場合
と、単に通常観察のみを行う場合とで、ＣＣＤ１３４の有効画素範囲を変更するようにな
っている。
【００２２】
　すなわち、共焦点観察の観察領域を粗決めするために通常観察を行う場合は、ＣＣＤ１
３４の有効画素範囲を変更し、図３中破線矢印で示された領域Ｒ１に対応するＣＣＤ１３
４の受光面上に形成された像に相当する画像信号のみが通常観察用プロセッサ３０（図１
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参照）に送られるようにする。この結果、モニタ５０に表示される通常観察画像には、常
に共焦点観察ユニット１２０の先端部の一部が表示されるようになる。内視鏡装置１の使
用者は、モニタ５０を観察することによって、通常観察画像中のどの領域が、モニタ４０
に標示されている共焦点観察画像に相当しているのかを容易に判断可能となる。
【００２３】
　一方、共焦点観察を行わず、通常観察のみを行う際は、ＣＣＤ１３４の有効画素範囲を
変更し、図３中一点鎖線矢印で示された領域Ｒ２に対応するＣＣＤ１３４の受光面上に形
成された像に相当する画像信号のみが通常観察用プロセッサ３０に送られるようにする。
この結果、モニタ５０に表示される通常観察画像には、常に共焦点観察ユニット１２０の
先端部の一部が表示されないようになる。したがって、この状態では、通常観察における
視界が共焦点観察ユニット１２０の先端に遮られることは無く、視界を広くとることがで
きる。
【００２４】
　ＣＣＤ１３４の有効画素範囲の変更は、ＣＣＤ１３４に供給される駆動クロックパルス
を電子内視鏡１００の図示しないコントローラが調整することによって実現される。領域
Ｒ１に相当するＣＣＤ１３４の受光面上の像と、領域Ｒ２に相当するＣＣＤ１３４の受光
面上の像のいずれが画像信号として出力されるかは、内視鏡装置１の使用者が電子内視鏡
１００の図示しない操作ボタンを操作することによって切り換えられる。また、本実施形
態においては、突出部１１１の軸方向高さＨが比較的大きくなっており、通常観察時にお
ける通常観察ユニット１３０の光学系１３２の深度内に共焦点観察ユニット１２０の先端
部の一部が入るようになっている。したがって、共焦点観察の観察領域を粗決めするため
に通常観察を行う場合は、特にピント調整等を行わなくても、共焦点観察ユニット１２０
の先端部の一部が明瞭にモニタ５０上に表示される。また、本実施形態においては、突出
部１１１の軸方向高さＨが比較的大きいため、通常観察ユニット１３０の光学系１３２の
光軸１３６が内視鏡１００の挿入管１０３の軸方向に平行であるならば、突出部１１１の
先端以外の部分が領域Ｒ１に含まれてしまう。このため、本実施形態では、内視鏡１００
の先端に向かうにしたがって光軸１３６が共焦点観察ユニット１２０から離れるように構
成し、突出部１１１のうち、先端部分のみが領域Ｒ１に含まれるようにしている。
【００２５】
　なお、本実施形態においては、領域Ｒ１は領域Ｒ０よりも小さい領域となっているが、
領域Ｒ１が領域Ｒ０と同じ領域であっても良い。この場合、領域Ｒ２は領域Ｒ１よりも小
さくなり、視界を確保するという目的は達せられないが、通常観察のみを行う際に被険体
以外の物体である突出部１１１が映り込まず被険体のみがモニタ５０に表示され、内視鏡
装置１の使用者にとって見やすい映像が提供される。
【００２６】
　以上のように、本実施形態においてはＣＣＤ１３４の有効画素範囲を変更することによ
って、通常観察時の視野を切り換える構成としているが、本発明は上記構成に限定される
ものではなく、以下に説明する本発明の第２の実施形態のように、他の構成によって通常
観察時の視野を切り換えてもよい。
【００２７】
　図４は、本発明の第２の実施形態による電子内視鏡２００の先端部２１０の軸方向断面
図である。なお、本実施形態の電子内視鏡２００は、通常観察用ユニットおよび突出部の
構成のみが第１の実施形態のものと異なり、他の点は第１の実施形態と同様である。よっ
て、第１の実施形態と同様の箇所についての説明は省略する。
【００２８】
　本実施形態においても、共焦点観察ユニット２２０は、電子内視鏡２００の挿入管の先
端部２１０から軸方向に突出する突出部２１１に設けられている。また、通常観察ユニッ
ト２３０は、先端部２１０の突出部２１１以外の部分である後退部２１２に設けられてい
る。
【００２９】
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　図４に示されているように、共焦点観察ユニット２２０の光学系２２２の光軸２２６は
内視鏡２００の挿入管の軸方向にほぼ平行である。また、通常観察ユニット２３０の光学
系２３２の光軸２３６もまた、挿入管の軸方向にほぼ平行である。
【００３０】
　上記構成の通常観察ユニット２３０の光学系２３２とＣＣＤ２３４によって観察可能な
領域は、図４中破線矢印で示された領域Ｒ３または実線矢印で示された領域Ｒ４である。
本実施形態においては、後述の機構によって、観察可能な領域をシフトさせるものである
。光学系２３２は、この領域Ｒ３またはＲ４に含まれる物体の像を、通常観察ユニット２
３０のＣＣＤ２３４の受光面上に結像させる。
【００３１】
　図４に示されているように、領域Ｒ３には、共焦点観察ユニット２２０の先端部（すな
わち、突出部２１１の先端部）の隅の部分が入るようになっている。換言すれば、ＣＣＤ
１３４の受光面上に結像された像の中には、常に共焦点観察ユニット１２０の先端部の一
部が含まれる。また、領域Ｒ４には、共焦点観察ユニット２２０や突出部２１１が入らな
いようになっている。
【００３２】
　共焦点観察の観察領域を粗決めするために通常観察を行う場合は、通常観察ユニット２
３０の光学系２３２とＣＣＤ２３４によって観察可能な領域が領域Ｒ３となるように設定
する。この結果、モニタ５０に表示される通常観察画像には、常に共焦点観察ユニット２
２０の先端部の一部が表示されるようになる。内視鏡装置１の使用者は、モニタ５０を観
察することによって、通常観察画像中のどの領域が、モニタ４０に標示されている共焦点
観察画像に相当しているのかを容易に判断可能となる。
【００３３】
　一方、共焦点観察を行わず、通常観察のみを行う際は、通常観察ユニット２３０の光学
系２３２とＣＣＤ２３４によって観察可能な領域が領域Ｒ４となるように設定する。この
結果、モニタ５０に表示される通常観察画像には、常に共焦点観察ユニット２２０の先端
部の一部が表示されないようになる。したがって、この状態では、通常観察における視界
が共焦点観察ユニット２２０の先端に遮られることは無く、視界を広くとることができる
。
【００３４】
　以下、本実施形態において観察可能な領域をシフトさせる機構につき説明する。図５は
、通常観察ユニット２３０の軸方向断面図である。本実施形態においては、ＣＣＤ２３４
を光軸に垂直な方向に移動させることによって、通常観察ユニット２３０の光学系２３２
によって観察可能な領域のシフトを行っている。観察可能な領域を領域Ｒ３とする場合は
、観察可能な領域を領域Ｒ４とする場合に比べて、ＣＣＤ２３４を共焦点観察ユニット２
２０から遠ざける方向（図中上側）に移動させる。これにより、観察可能な領域が領域Ｒ

４から共焦点観察ユニット２２０寄りの領域Ｒ３にシフトする。
【００３５】
　本願においては、突出部２１１の高さＨ’（図４）は、第１の実施形態における突出部
１１１（図３）よりも小さく構成されている。このため、通常観察時における通常観察ユ
ニット２３０の光学系２３２の深度内には共焦点観察ユニット２２０の先端部の一部が入
らない。したがって、共焦点観察の観察領域を粗決めするために通常観察を行う場合は、
ピント調整を行う必要がある。本実施形態においては、ＣＣＤ２３４を光軸方向（図５中
における左右方向）に移動することによって、ピント調整を行っている。具体的には、図
５に示されているように、観察可能な領域を領域Ｒ４から領域Ｒ３にシフトする際は、Ｃ
ＣＤ２３４を内視鏡基端側に移動させている。
【００３６】
　ＣＣＤ２３４の移動は、アクチュエータ２３６によって行われる。アクチュエータ２３
６としては、ラック－ピニオン機構、ソレノイド機構等、既知の駆動機構が利用されうる
。観察可能な領域を領域Ｒ３と領域Ｒ４のいずれにするかは、内視鏡装置１の使用者が電
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【００３７】
　本実施形態においては、ＣＣＤ２３４を移動させることによって、通常観察ユニット２
３０の光学系２３２とＣＣＤ２３４によって観察可能な領域のシフトおよびピント調整が
行われているが、本発明は上記構成に限定されるものではない。例えば、ＣＣＤ２３４は
移動させずに、光学系２３２を光軸に垂直な方向に移動させて観察可能な領域をシフトさ
せ、光学系２３２を光軸方向に移動させてピント調整を行ってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の第１の実施形態による共焦点内視鏡装置の全体図を示したものである。
【図２】本発明の第１の実施形態の内視鏡の先端部を示す斜視図である。
【図３】本発明の第１の実施形態の内視鏡の先端部の先端部の軸方向断面図である。
【図４】本発明の第２の実施形態による電子内視鏡の先端部の軸方向断面図である。
【図５】本発明の第２の実施形態による電子内視鏡の先端部に設けられた通常観察ユニッ
トの軸方向断面図である。
【符号の説明】
【００３９】
　　１　　内視鏡装置
１００　　内視鏡
１１０　　先端部
１１１　　突出部
１１２　　後退部
１２０　　共焦点観察ユニット
１３０　　通常観察ユニット
１３２　　光学系
１３４　　ＣＣＤ
２００　　内視鏡
２１０　　先端部
２１１　　突出部
２１２　　後退部
２２０　　共焦点観察ユニット
２３０　　通常観察ユニット
２３２　　光学系
２３４　　ＣＣＤ
２３６　　アクチュエータ
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